
次回
７月19日
の
例会

★18：00点鐘
★名鉄菜館
★前会長幹事慰労会並びに新会員歓迎会

ロータリーは分かちあいの心

第1999回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／クラブ協議会（第１回）・全員

●会員誕生日
　７月15日　芹澤正明君
●夫人誕生日
　７月12日　斉藤礼志君 夫人 智子様
●皆出席
　７月７日　林　由行君（２年）
　７月10日　長田吉弘君（21年）

　今朝は、木々の青葉の中に、クチナシの白い花が咲き始め、風車のような花からただよ

う、甘い香りにつつまれ、文月の季節感にひたる、そんなひと時をもつことができました。

嬉しいことに、４月中旬よりお休みされていた生野旭君が、本日より一緒に活動してい

ただけるようになりました。

　土屋会長、勝又幹事、一年間、本当にご苦労さまでした。感謝の気持ちをこめて、今年度を迎えさせていた

だきます。クラブ例会には、土屋会長のとなりに同席させていただき、会長・幹事がロータリーのことにも誠

実に真正面から取りくむ姿勢は、大いに、学ぶところがありました。どうも、ありがとうございました。

　この度、御殿場ロータリークラブ41年度の会長を務めさせていただくことになりました。しかし、私は、ま

だまだ未熟者です。この大任は、会員皆さんのご助言支援なくしては務まりません。どうぞ、よろしくお願い

申し上げます。

　今年度、国際ロータリーのテーマは「ロータリーは分かちあいの心」、とうたっています。ウィルフリッド

Ｊ・ウィルキンソンＲＩ会長は、このテーマについて「分かち合い」の意味を説明しています。しかしながら、

ＲＩのテーマや奉仕プログラムは、はかり知れぬほど奥深く戸惑いを隠せませんが、私たちロータリアン

は、「ウィルキンソン会長の思い」を理解し共有するためにも、ロータリーに学び、できることから実践して

みる必要があると思います。

　また一方では、私どもクラブが創立後40年間にわたり築いてきた素晴らしい存在感も継続する必要があ

ります。そのためには、会員皆さんの温かい友愛とご協力を支えに、会長・幹事・会計は一つになってクラブ

運営に誠意をつくす所存です。

　よろしく、お願い申し上げます。
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１．心の準備

・昨年12月の年次総会にて、会長エレクトに指

　名され、幹事は望月茂君、会計は小野寛幸君

　にお願いしました。

・３月11日会長（幹事）エレクト研修セミナー

　（ＰＥＴＳ）、４月22日地区協議会、４月26

　日クラブ次年度役員予定者との顔合会、各委

　員会の事業計画に関する会合にも出席いたし

　ました。

・その後、活動計画・予算書の作成となり、理

　事・役員の助言を得、６回の被選理事会を重

　ね、各委員長さんの熱意あるご協力をいただ

　きました。幸いにも、今年度初回の本日例会

　に活動計画書をお渡しすることができました。

　当計画書の活用、各種事業の実践または参加・

　協力を、よろしくお願いいたします。

２．活動のあり方

・ＰＥＴＳでは、クラブ会長とクラブの在り方

　について学びました。そこで、会長の役割は、

　成果あふれるロータリークラブを目指して率

　先する。つまり、クラブが効果的に機能する

　よう、指導することとありました。その効果

　的なクラブとは、（特に４項目をあげています）

　①会員基盤を維持し、増強する。

　②地元社会及び海外の地域社会のニーズに取

　　り組む、成果あふれるプロジェクトを実施

　　する。

　③プログラムへの参加と資金寄付の両面を通

　　じて、ロータリー財団を支援する。

　④クラブ・レベルを超えて、ロータリーで奉

　　仕できる指導者を育成する。

　これらの４項目について、私どもクラブは、

　すでに、奉仕プロジェクトの実績を継続し、

　効果的に機能し成果も積み重ねていると思い

　ます。

・今年も早７月となり、国際ロータリー、第

　2620地区など2007～2008年度が一斉に起動し

　始めました。前もって、ロータリーのトップ

　指導者は、継続的な重点目標とともに、数多

　くの素晴らしい活動指針を示されました。そ

　れらのうち、愛（慈愛）、ロータリーは分か

　ちあいの心、効果的なロータリークラブ、情

　熱と行動、ＣＬＰ（クラブリーダーシッププ

　ラン）、この５つの行動テーマは特に感銘を

　うけたものです。また一方において、時の流

　れにともないロータリーは、管理的な枠組が

　変化しようとしています。

・ＲＩのテーマ「ロータリーは分かちあいの心」

　（ＲＯＴＡＲＹ　ＳＨＡＲＥＳ）について、

　ウィルフリッド J・ウィルキンソンＲＩ会長

　は説明しています。その内容はクラブ活動計

　画書をご覧ください。ウィルキンソン会長は

　この説明とともに、「ロータリー家族」の効用

　性を語りかけ、「重要プログラムの継続性」と

　して５つの奉仕目標をかかげました。その目

　標は、保健、識字率向上、水保全、ポリオ撲

　滅および飢餓救済です。

・地区のテーマ「情熱と行動」について、道部

　秉ガバナーはその思いを語っています。

　“ＲＩ会長は、毎年テーマを決定します。その

　中で一番多く使われている語句は、「行動」と

　いう言葉です。行動を起こすことによって、ロー

　タリーは奉仕を実践することになります。ロー

　タリーに「情熱」を持ち続けてください。そ

　して「行動」を起こしてください。”

　道部ガバナーは自らの行動として、ＲＩの５

　つの奉仕目標の充実、年度地区目標の達成、

　それにガバナーとして５つの努力目標をかか

　げました。その目標とは、少人数クラブのケア、

会 長 方 針

会長　勝又重春
ロータリーに、学び
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　ＣＬＰプログラムの浸透、奉仕プロジェクト

　の活性化、各種寄付の100％達成お願い、ＩＴ

　化の推進です。

・このようなテーマや変化に、短期間で応えた

　り容易に対処することは、実に難しいことです。

　これらの課題に対しては、私どもは常にロータ

　リーの基本に学びながら取り組んで行く。すな

　わち「ロータリーの綱領」と「四つのテスト」を

　よりどころに、これらの目標や指針が言わんと

　する深い意味を読みとり、無理せず調和と効果

　的な奉仕の楽しみを、徐々に高めていきたいと

　思います。

・主な課題の１つであるＣＬＰについては、前年

　度編成された「ＣＬＰ研究プロジェクトチーム」

　を水口座長のもと10名の委員にて継続し、クラ

　ブにとって望ましい対応の仕方を研究してい

　ただきます。

・どのような状況にあっても、御殿場ロータリー

　クラブは、いつも会員の皆さんと一緒であり、

　理事会を主軸に役員委員長さんを両輪に、ロー

　タリーの基本一筋の道を進み続けたいと思い

　ます。

３．楽しいロータリーを

・それぞれの委員会活動は、歴代、脈々と続い

　ている効果的な事業をかかえています。継続

　するそれぞれの事業をさらに積み重ねていた

　だけることと思います。

・クラブ、職業、社会、国際の四大奉仕および

　新世代委員会は、理事が委員長を兼務するなど、

　クラブの骨格となる委員会です。

・クラブ奉仕部門の増強・選考・情報・分類・

　雑誌広報ＩＴ・出席・クラブ会報・文献委員

　会は、クラブあるいは会員の管理をつかさど

　る機能的な委員会です。

・ロータリー財団および米山委員会は、国際ロー

　タリー・地区ロータリーに精通する国際感覚

　あふれる委員会です。

・地区組織のロータリー財団学友小委員会、青

　少年交換小委員会および米山梅吉記念館運営

　小委員会に出向される委員さんは、地区にお

　いても活躍してみてください。

・さて今年度も、楽しいロータリーを実感しよ

　うではありませんか。そのためには、親睦活

　動と例会プログラムには、期待したく、魅力

　ある企画を楽しみにしています。

・会場監督さんには、例会をはじめ全ての会議が、

　楽しく、秩序正しく運営されるようご配慮い

　ただけるとのことです。

・すべての委員会活動に共通していますが、継

　続的な活動の中にも何か一工夫があれば試みて、

　自ら楽しみ、心地よい思い出をつくってみては

　如何でしょうか。

・これから１年間、楽しいロータリーであるた

　めに、私も微力ながら努力いたします。その

　一例として、例会の挨拶には、今まで見聞し

　特に印象的だった話題などに、触れてみたい

　と思っています。

４．ロータリーに、学び

・サムエル・ウルマンの詩に「青春」というも

　のがあります。その中の一部分です。

　“青春とは年齢の若さではなく、心のもち方を

　言う。（略）年齢を重ねただけで人は老いない。

　理想を失うとき初めて老いる。（略）”

・創立四十余年の歴史に培われた、堅実な品格

　と伝統をもつ、御殿場ロータリークラブにお

　いて、地域社会に根ざしつつ、皆さんとともに、

　淡々と、ロータリーに学びながら、この１

　年間、会長の役職を務めさせていただきます

　ので、ご支援助言を、よろしくお願い申し上

　げます。



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫

第2620地区
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出 席の 報 告 メ ー プの キ ッャ6
21

7
5

ス マの イ ル7
5

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 59名 55名 93.22％ 100.00％

井上　元君・神谷高義君・勝又敏樹君・大庭健一郎君

６月13日

６月15日

６月15日

６月15日

６月22日

長 泉

裾 野

裾 野

裾 野

裾 野

渡辺　　巌君

橋本　喜市君

勝又　安彦君

芹澤　正明君

水口　正宏君

６月22日

６月26日

６月29日

７月３日

裾 野

沼 北

裾 野

箱 根

戸栗　太平君

大森　清治君

豊山　　篤君

根上　陽一君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（４名）

■今日から１年間の短い間ですが、よろしくお願いします。 会長、幹事 ■ご無沙汰致しました。 勝間田芳麿君
■欠席連絡しなくてすみません。ご迷惑かけました。 芹澤正明君 ■入院、手術、リハビリと順天堂静岡病院と中伊豆
　病院と約二ヶ月間過ごし、何とか復帰することができました。人工関節の手術は約６時間掛かり、その後大分痛い思
　いをしましたが、曲がっていた右足も真直ぐになり痛みも大分少なくなりました。お見舞い、ご心配戴いたロータリ
　アンの方々、有難う御座いました。 生野　旭君

ＳＡＡ　内海宣彦君ＳＡＡ　内海宣彦君ＳＡＡ　内海宣彦君

幹事報告　望月　茂君幹事報告　望月　茂君

ソングリーダーソングリーダー
秋田悦夫君秋田悦夫君

お誕生日おめでとうお誕生日おめでとう
生野　旭君生野　旭君

　ロータリーに、学びながら、この１年間、幹
事を務めさせていただきますので、ご指導御鞭撻
のほど、よろしくお願い申し上げます。
　就任にあたり、思い出すのが３つのご挨拶です。
ひとつは小島分区代理のご挨拶で米山梅吉翁の句「い
さかいもなき満々の青田かな」を引用された事。
内容まではもう覚えていませんが、句に関心を抱
きました。

　２つ目は稲葉博之元会長のお話で、以前会長・
幹事という立場だった生野さんから、「会長がんば
れよ」という年賀状をいただいたことを御披露さ
れたこと。とてもうらやましかったことを覚えて
います。

　３つ目は鈴木栄一さんが幹事の時の絶唱、宮沢
賢治の「アメニモマケズ」でした。
　幹事とはこんなに大変なものなのだと、決意を
新たにしました。
　私も、アメニモマケズニ頑張りたいと思います。
どうぞ宜しくお願いします。

幹事　望月　茂

所 信 表 明

出席委員会出席委員会
勝又　誠委員長勝又　誠委員長

親睦活動委員会親睦活動委員会
橋本喜市委員長橋本喜市委員長

昨年度年間活動報告昨年度年間活動報告
前幹事前幹事 勝又博文君勝又博文君

昨年度決算報告昨年度決算報告
会計会計 小野寛幸君小野寛幸君

プログラム委員会プログラム委員会
臼井良太委員長臼井良太委員長幹事報告　望月　茂君

副会長副会長 豊山徹也君・会長・幹事・会計豊山徹也君・会長・幹事・会計副会長 豊山徹也君・会長・幹事・会計
ソングリーダー
秋田悦夫君

お誕生日おめでとう
生野　旭君

皆出席皆出席
齋藤　保君・小野寛幸君・小野篤之君齋藤　保君・小野寛幸君・小野篤之君

皆出席
齋藤　保君・小野寛幸君・小野篤之君

出席委員会
勝又　誠委員長

親睦活動委員会
橋本喜市委員長

昨年度年間活動報告
前幹事 勝又博文君

昨年度決算報告
会計 小野寛幸君

プログラム委員会
臼井良太委員長


